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論文の要旨及び判定理由 

腰痛に対してはリスクファクターの調査が多く実施され、職場における腰痛予防対策指

針も策定されている。しかし、膝痛に関してはリスクファクターの調査も十分に行われて

いない。そこで、本研究では、日本人の中年期女性におけるBMIの軌跡、生活習慣及び生

殖関連事象と膝痛の関連を調査することを目的とし、日本ナースヘルス研究（JNHS）に登

録されている者の中で、10年後調査に回答した40歳以上の7,434人を研究対象者として調

査を実施した。プライマリアウトカムは、10年後調査時における膝痛の自己申告とし、10

年後調査では、1,281人（17.2％）の女性が膝痛を訴えていた。ベースライン調査時から 

10年後調査までのBMIの経時的変化を示すBMIの軌跡は、集団軌跡モデルを用いて分析した。

BMIの軌跡は４つのグループ（正常体重維持群、過体重維持群、体重増加群、体重減少群）

に分けられた。BMIの軌跡、18歳時のBMI、ベースライン調査時の生活習慣（喫煙状況、ア

ルコール摂取状況）、初経年齢、10年後調査時の年齢と閉経年齢、出産回数と膝痛の関連

を、多変量ロジスティク回帰分析を用いて検討した。正常体重維持群に比して、過体重維

持群のオッズ比（95％信頼区間）は1.93（1.60 - 2.33）、体重増加群のオッズ比は1.60

（1.23 - 2.08）、体重減少群のオッズ比は1.40（0.88 - 2.21）であった。過体重維持群

の寄与リスク割合は、正常体重維持群と比較して48.1％（37.3％ - 57.0％）、体重減少

群と比較して27.5％（-17.0％ - 55.1％）であった。また、非飲酒者に比して、毎日飲酒

する者のオッズ比は1.37（1.06 –  1.77）であった。感度解析を行ったが、主要解析と結

果に違いを認めなかった。本研究より、過体重が持続すること、また体重が増加すること

が、膝痛のリスクを高めることが明らかになり、膝痛を予防するためには、正常体重を維

持すること、また過体重の者は体重を減少させることが重要であることが示された。 

本研究の成果は、女性の膝痛予防対策に活かされると期待される。したがって、本研究

は今後の保健学の発展に寄与するものと認められ、博士（保健学）の学位に値するものと

判定した。                            
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